生活衛生豆知識№１２

ポストハーベスト農薬とは
ポストハーベスト農薬というのは、農産物の収穫後に使われる薬剤のことです。№12では、ポストハーベスト農薬の意味、認められている薬剤、表示方法についてお知らせします。
ポストハーベスト農薬
ポストハーベスト（Postharvest）農薬とは農産物の収穫後に害虫、かび、細菌の発生防止や貯蔵中の発芽を防止するために使われる薬剤です。収穫前に使用する農薬に比べて、食品中の残留が高くなる傾向があります。

アメリカをはじめ海外の諸国、ＦＡＯ（国連食糧農業機関）／ＷＨＯ（世界保健機関）の合同食品規格委員会（Codex委員会）では、農産物に使用する薬剤について収穫前と収穫後（貯蔵・運搬）を区別していません。しかし、日本では収穫後の農産物は「食品」としており、収穫後のかび発生防止のために使用する薬剤（ポストハーベスト農薬）は食品衛生法の添加物として扱うことになっています。

なぜ使用するのか
　　収穫された農作物は、貯蔵や運搬中に病害虫やかびの被害を受けて品質が著しく低下します。それを防止するため、海外においては収穫後も農薬の使用が認められています。しかし、日本では貯蔵・運搬中のかび発生防止のため「かんきつ類、バナナ」のみに使用が認められ、輸入品に使用されています。

日本で認められているポストハーベスト農薬（食品添加物）と対象食品（果実）
	ポストハーベスト農薬（食品添加物）
	対象果実

	イマザリル
	かんきつ類（みかんを除く）、バナナ

	オルトフェニルフェノール（ＯＰＰ）
	かんきつ類

	オルトフェニルフェノールナトリウム（ＯＰＰ－Ｎａ）
	かんきつ類

	ジフェニル（ＤＰ）
	グレープフルーツ、レモン、オレンジ等（貯蔵・運搬用の容器の中に入れる紙片に浸潤して使用する場合のみ）

	チアベンダゾール（ＴＢＺ）
	かんきつ類、バナナ


　日本においてチアベンダゾールだけは農薬（殺菌剤）として登録されています。

表示方法

　　食品衛生法の添加物としての扱いですので、用途名と物質名（簡略名でも可）を書くことになります。

　　そこで、袋に入っている場合には、袋に書くことになります。販売店においてバラ売りの場合には、お客様に見えるところに表示することになっています。

　　表示例


　　なお、使用されている防かび剤は運搬用ダンボール箱等に記載されているので、それを転記してください。その部分を切り取って掲示してもかまいません。

　　つまり、ポストハーベスト農薬とは、かんきつ類、バナナの防かび剤として使われる添加物です。
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この商品（オレンジ）には


防かび剤（イマザリル、ＯＰＰ、ＴＢＺ）を使用





原産国：アメリカ　グレープフルーツ


　　　　　　２個　　２００円


防かび剤：ＯＰＰ、ＤＰを使用











